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      ご入学、ご進級おめでとうございます。 

新学期が始まり、学童保育では、ピカピカの1年生と保護者の皆さんを迎えました。指導員1年生の

方もいらっしゃるかと思います。 

４月は、新しく入ってきた子どもたちに、｢学童保育って楽しい。明日も行きたい｣と思ってもらえるよう

に特に心を配っています。また、それぞれの保護者会では、｢一人ぼっちの保護者｣をつくらないように

と、さまざまな工夫をされていることと思います。学童保育は、法制化(1998年)以後、年々入所児童が

増え続け、子育て支援施策として重要な役割を担っています。 

しかし、まだまだ発展途上にあり、子どもたちが毎日通い続け、安全に安心して過ごす場としては、

施設や規模、指導員の体制など不十分な点も少なくありません。お気付きのことはどんどん声をあげ

ていただき、学童保育がよくなるように一緒に努力していきたいと思っています。 

わが子が学童保育へ毎日元気に通い、安心して仲間たちと生活していると 

いう事実があってはじめて、保護者のみなさんは安心して働き続けることができ    ここへ移動して 

るのだと思います。学童保育には、働きながら子育てをしている頼もしい        ください 

先輩たちがいっぱいいます。どんなことでも一人で悩まず、抱え込まずに 

指導員や身近な人たちに相談してみてください。 

『日本の学童ほいく』（４月号）Ｐ１０ ～「ただいま！学童保育」では、 

学童保育の生活をわかりやすく説明しています。 

また、立命館大学の高垣忠一郎先生は、「子どもを二つの目で見てあげましょう。 

一つ目は「やさしい目」です。二つ目は「きびしい目」です。（Ｐ３５～）とわかりやすく書かれています。 

みなさん、ぜひ、『日本の学童ほいく』を読んでみてください。              

 

 

 

 

 

 

 

  

 

県との全体懇談会を開催 ・・県に質の拡充を求める！ 

  

  ３月１９日（水）、コミセン野洲において。県子ども・青少年局から東副局長、西村参事、関主任

主査をお迎えして懇談会を開催しました。県連協からは役員以外に加盟地域からの参加もあり、要

望書に対する質疑だけでなく各地域から課題や緊急の改善要望なども出され、活発な議論を交わ

すことができました。 

まず、県の方から、「淡海子ども若者プラン」の中で掲げた目標に基づき学童保育の量的な拡大

を図っていること、また、質的な向上については、「子ども・子育て支援法」の中でも指導員の資質

向上などが県の役割とされていることから体系的な指導員研修を実施するなど、学童保育の質の

拡充に努めたいとの方向が示されました。指導員研修については、具体的に２０１４年度から県連

協と県とで共同で研修を進めることになっています。 

続いて、昨年提出の要望書の要望７項目について県から回答をいただきました。（すでに２月の

県議会で、質問を県議会議員にしていただき、知事と担当部長から答弁を受けています。）県とし

て一律の安全対策マニュアルの策定については、県内水準で変わらないルール作りが必要と考え

ているのでマニュアルのひな形を作成したい、指導員の待遇改善については市町と連携して処遇

改善をしていきたい、などと前向きな回答もいただきました。ただ、小規模学童保育への補助や障

がいのある子どもたちへの指導員加配については、課題は 

残されたままで、引き続き県独自の支援や国の補助の増額 

を要望していきます。また、市町での条例の策定や基準の 

検討にあたっては、県から必要な助言をしていきたい、との 

回答でした。「子ども・子育て支援法」実施前の重要な一年 

になることから、県と十分な懇談を重ね、さらなる学童保育 

の拡充を求めていきたいと思います。 県連協 片山源之 

 

 

    学童保育指導員研修会を開催します！ 

この研修は、県の委託を受けて滋賀県学童保育連絡協議会が実施します。 

指導員のみなさんの参加と当日のご協力、よろしくお願いします。 

年間 4回開催  第 1回目は２０１４年５月１８日（日）９：００～１７：００ 

                 会 場  コラボしが２１  大津市打出浜２－１ 

① 放課後児童クラブ論  ９：３０～１１：３０ 

講師 真田祐さん（全国学童保育連絡協議会事務局次長）   

放課後児童クラブの機能と役割、子ども・子育て支援新制度、今後の課題など。 

② 保育計画論  １２：３０～１４：３０  

講師  山本博美さん（全国学童保育連絡協議会前会長、埼玉の指導員） 

指導員の仕事、放課後児童クラブの生活づくりの内容を理解し、基本的生活習慣を援助する。 

保育実践記録など。 

③ 保育記録等実務 １４：４５～１６：４５  各教室に分かれて保育記録、実務、課題の交流。 

２０１４年４月号 (20１４年度 第１号) 

お知らせ ◆全国学童保育指導員学校    日時：６月８日(日)１０時～１６時 

◆西日本会場：愛知・広島 （広島会場は６月１日開催）   

県連協では、多くの指導員が研修に参加できるように、愛知会場(往復)へはバスを準備し

ています。学童保育の指導員として力量を高めるために、ぜひ積極的に研修に参加してくだ

さい。詳しくは『日本の学童ほいく』５月号を参照してください。 

定員 150人 

先着 150人 

急いで！ 
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